      一人ぼっち
壱之字  大

たおやかに揺れる
深い緑の服を着た彼女は
あきらめたように身を尽くし

ばちばちと跳ねる
真っ赤な髪の彼は
嫌々ながら手助けをして

おおらかに構える
コバルトブルーの目をした彼は
目を濁しながら受け入れる

宝物を持つ
大きくてでも小さい彼女は
宝物が盗まれていくのを
じっと見つめている

ここでも、そこでも、あそこでも
どこでも
私は嫌われていて
私は疎まれていて
私は邪魔になっていて

力ずくで従わせる

私に友だちはいない
いつも
一人ぼっちで
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